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りん酸(2-エチルヘキシル)ジフェニル（CAS no. 1241-94-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ ○ ○ ○ － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

りん酸(2-エチルヘキシル)ジフェニルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報

告において、エストロゲンの上昇、アンドロゲンの低下、視床下部―下垂体―生殖腺(肝臓)軸への

作用、ステロイドホルモン代謝への作用を示すこと、試験管内試験の報告において、抗アンドロゲ

ン作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

⚫ Li ら (2020)によって、りん酸 (2-エチルヘキシル )ジフェニル (Tronto Research Chemicals) 

0.0299±0.0057、0.104±0.0123、0.434±0.0119μg/L(測定濃度であり、設定濃度 1.6、8、40μg/L に

相当)に孵化後 0日齢から 100日間ばく露したメダカ(Oryzias latipes)(pMOSP1-EGFP transgenic)

への影響が検討されている。その結果として、0.0299μg/L 以上のばく露区で雄魚における間性

発生率の高値、0.104μg/L 以上のばく露区で血漿中 17β-エストラジオール濃度、肝臓中 vtg-2 

mRNA 相対発現量の高値、0.434μg/L のばく露区で血漿中テストステロン濃度の低値が認めら

れた。なお、肝臓中 vtg-1 mRNA相対発現量には影響は認められなかった。 

また、100 日間ばく露雄と非ばく露雌との交配試験において、0.104μg/L 以上のばく露区で

受精率、ふ化率の低値、産卵までの所要時間の高値、0.434μg/L のばく露区で後追い行動時間、

求愛行動(courtship)頻度、交配数の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：エストロゲンの上昇、アンドロゲンの低下 

⚫ Yang ら(2022)によって、りん酸(2-エチルヘキシル)ジフェニル(東京化成、90%) 2.5、50、250μg/L 

(設定濃度)に６ヶ月齢から 21日間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響が検討さ

れている。その結果として、雄において、2.5μg/L 以上のばく露区で生殖細胞に占める精原細

胞率の低値、脳中 ar mRNA相対発現量、脳中 era mRNA相対発現量、脳中 er2β mRNA相対発

現量、脳中 gnrh2 mRNA 相対発現量、脳中 gnrh3 mRNA相対発現量、脳中 fshβ mRNA相対発

現量、脳中 lhβ mRNA相対発現量、脳中 gnrhr1 mRNA相対発現量、脳中 gnrhr2 mRNA相対発

現量、脳中 gnrhr3 mRNA相対発現量、脳中 gnrhr4 mRNA相対発現量、精巣中 fshr mRNA相対

発現量、精巣中 lhr mRNA相対発現量、精巣中 er2β mRNA相対発現量、精巣中 cyp17 mRNA

相対発現量、精巣中 3βhsd mRNA相対発現量、精巣中 cyp11a mRNA相対発現量、精巣中 17βhsd 

mRNA相対発現量、精巣中cyp19a mRNA相対発現量、肝臓中ar mRNA相対発現量、肝臓中3βhsd 

mRNA 相対発現量、生殖細胞に占める精母細胞率の高値、2.5μg/L のばく露区で生殖細胞に占

める精子細胞率の高値、2.5、250μg/L のばく露区で精巣中 era mRNA相対発現量、肝臓中 vtg1 

mRNA 相対発現量の高値、2.5、25μg/L のばく露区で脳中 cyp19β mRNA 相対発現量、精巣中

star mRNA相対発現量の高値、50μg/L 以上のばく露区で血漿中 11-ケトテストステロン濃度の
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低値、血漿中テストステロン濃度、血漿中 17β-エストラジオール濃度、血漿中ビテロゲニン濃

度の高値、250μg/L のばく露区で精巣中 ar mRNA相対発現量、精巣中 hsd11b mRNA相対発現

量の低値、精巣中 cyp11b mRNA相対発現量、肝臓中 era mRNA相対発現量、肝臓中 er2β mRNA

相対発現量、肝臓中 vtg3 mRNA相対発現量の高値が認められた。なお、肥満度、生殖腺体指

数、肝臓体指数、脳体指数には影響は認められなかった。 

また、雌において、2.5μg/L 以上のばく露区で脳中 era mRNA相対発現量、脳中 cyp19β mRNA

相対発現量、脳中 gnrh2 mRNA相対発現量、脳中 gnrh3 mRNA相対発現量、脳中 fshβ mRNA

相対発現量、脳中 lhβ mRNA相対発現量、脳中 gnrhr1 mRNA相対発現量、脳中 gnrhr2 mRNA

相対発現量、脳中 gnrhr3 mRNA相対発現量、卵巣中 era mRNA相対発現量、肝臓中 ar mRNA

相対発現量の低値、肝臓中 3βhsd mRNA相対発現量の高値、2.5、250μg/L のばく露区で肝臓中

era mRNA相対発現量、肝臓中 era mRNA相対発現量、脳中 ar mRNA相対発現量、脳中 er2β 

mRNA相対発現量、脳中 gnrhr4 mRNA相対発現量、卵巣中 ar mRNA相対発現量、卵巣中 3βhsd 

mRNA 相対発現量の低値、2.5μg/L のばく露区で肝臓中 vtg3 mRNA 相対発現量の高値(50μg/L

区では低値)、2.5μg/L のばく露区で卵巣中 star mRNA 相対発現量の低値、50μg/L 以上のばく

露区で生殖細胞に占める卵黄形成卵母細胞率、卵巣中 er2β mRNA相対発現量、卵巣中 hsd11b 

mRNA 相対発現量、肝臓中 er2β mRNA 相対発現量の低値、生殖細胞に占める核周辺

(perinucleolar)卵母細胞率、卵巣中 cyp17 mRNA相対発現量、卵巣中 17βhsd mRNA相対発現量、

卵巣中 cyp19a mRNA 相対発現量の高値、50μg/L のばく露区で血漿中 11-ケトテストステロン

濃度の低値、卵巣中 fshr mRNA相対発現量、卵巣中 lhr mRNA相対発現量、卵巣中 cyp11a mRNA

相対発現量の高値、250μg/L のばく露区で卵巣中 cyp11b mRNA相対発現量の低値、血漿中 17β-

エストラジオール濃度の高値が認められた。なお、肥満度、生殖腺体指数、肝臓体指数、脳体

指数、生殖細胞に占める変性卵母細胞率には影響は認められなかった。 

また、21 日間ばく露後、非ばく露７日間の交配試験において、50μg/L 以上のばく露区で総

産卵数の低値、2.5μg/Lのばく露区(この区のみ産卵が認められた)で稚仔体長(受精後 7 日目)の

低値、稚仔全身中ビテロゲニン濃度(受精後 10 日目)の高値が認められた。なお、2.5μg/L のば

く露区(この区のみ産卵が認められた)では受精卵直径(受精後３日目)、稚仔体長(受精後 7日目)

には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺(肝臓)軸への作用、ステロイドホル

モン代謝への作用 

 

(２)抗アンドロゲン作用 

⚫ Li ら(2020)によって、りん酸(2-エチルヘキシル)ジフェニル(Tronto Research Chemicals)１～

100μM(=362～36,200μg/L)の濃度に４時間ばく露(ジヒドロテストステロン 2.0nM 共存下)した

酵母(ヒトアンドロゲン受容体を発現)によるレポータージーンアッセイ(アンドロゲン応答配

列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガラクトシダーゼ発現誘導)が検討されている。

その結果として、IC50値 37.5μM(=13,600μg/L)の濃度で β-ガラクトシダーゼ発現誘導の阻害が

認められた。 
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（令和５年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１－２より抜粋） 

 


